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1. 調査団員・氏名

1-1 現地調査 2019 年 5 月 26 日～2019 年 6 月 29 日(35 日間) 

担 当 氏名 期間(2019 年) 所 属

1.総括 吉田 友哉 5/27～6/7 独立行政法人 国際協力機構 

人間開発部 保健第二グループ 次長

2.技術参与 神作 麗 5/28～6/7 独立行政法人国際協力機構

国際協力専門員 医師

3.計画管理 塚田 みのり 5/26～6/7 独立行政法人国際協力機構

人間開発部 保健第二グループ

保健第三チーム

4.業務主任／

建築計画①／建築設計②

松山 幹央 5/26～6/29 (株)梓設計 

国際部

5.副業務主任／

建築計画②／建築設計①

／自然条件調査

小川 穂積 5/26～6/22 (株)梓設計 

国際部

6.施工計画／積算 松本 康寛 6/2～6/29 (株)梓設計 

国際部

7.設備計画 渡辺 アン 6/2～6/15 (株)梓設計 

機械システム部

8.電気設備計画 上田 怜衣那 6/2～6/15 (株)梓設計 

電気システム部

9.建築計画③／建築設計③ 中澤 千佳 6/8～6/18 (株)梓設計 

国際部

10.機材計画① 土井 保道 5/26～6/29 インテムコンサルティング(株)

11.機材計画②／積算 大原 みさと 5/26～6/29 インテムコンサルティング(株)

12.保健医療事情① 花田 恭 5/26～6/22 (有)エストレージャ 

13.保健医療事情② 内田 一史 5/27～6/22 (有)エストレージャ 

1-2 準備調査報告書(案)説明調査 2020 年 1 月 26 日～2020 年 2 月 5 日(11 日間) 

担 当 氏名 期間(2020 年) 所 属

1.総括 吉田 友哉 1/29～2/5 独立行政法人 国際協力機構 

人間開発部 保健第二グループ 次長

2.技術参与 神作 麗 1/29～2/5 独立行政法人国際協力機構

国際協力専門員 医師

3.計画管理 松尾 英憲 1/29～2/5 独立行政法人国際協力機構

人間開発部 保健第二グループ

保健第三チーム

4.業務主任／

建築計画①／建築設計②

松山 幹央 1/26～2/5 (株)梓設計 

国際部

5.機材計画① 土井 保道 1/26～2/5 インテムコンサルティング(株)
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2. 調査行程 

2-1 現地調査               2019 年 5 月 26 日～2019 年 6 月 29 日(35 日間) 
日順 月日(曜) 時刻 内容 

01 5 月 26 日 
(日) 

10:40 
15:10 

成田発 NH-817 (塚田､松山､小川､土井､大原､花田団員) 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 

02 5 月 27 日 
(月) 

10:40 
15:10 

成田発 NH-817 (内田団員) 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 

09:00 
 

団内会議 (塚田､松山､小川､土井､大原､花田団員) 
市場調査 

16:30 自然条件会社打合せ (松山､小川団員) 

19:20 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 VN-3853 (吉田団長) 

03 5 月 28 日 
(火) 

10:40 
15:10 

成田発 NH-817 (神作医師) 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 

08:30 
10:00 
14:30 

ADB (吉田団長､塚田団員､Mr. Phearun､三浦次長) 
保健省 HRDD 
UHS 

10:30 ｺｽﾏｯｸ病院 (土井､大原､花田､内田団員) 

14:00 現地医療代理店調査 (土井､大原団員) 

10:30 
14:00 
15:15 

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ CMAC (松山､小川団員) 
JICA 篠原氏 免税措置 
GDT 免税措置 

16:00 保健省 Dr.Vinntak 表敬 (吉田団長､塚田､松山､小川､土井､大原､花田､内田団

員) 

04 5 月 29 日 
(水) 

09:00 保健省 計画保健情報局 (神作医師､花田､内田団員) 

11:00 JICA 表敬 菅野所長 (吉田団長､神作医師､塚田､松山､小川､土井､大原､花田､内

田団員) 

14:00 IINeo C Project (吉田団長､塚田団員) 

05 5 月 30 日 
(木) 

10:05 
 
11:00 
14:30 
15:30 

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発 K6-105 (吉田団長､神作医師､塚田､松山､小川､土井､大原､花田､内田

団員) 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ着 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ PHD 表敬 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院表敬､視察 

06 5 月 31 日 
(金) 

09:00 ｸﾗﾗﾝ郡病院視察 (神作医師､塚田､松山､土井､花田団員) 

09:00 ｱﾝｺｰﾙﾁｭﾑ郡病院視察 (吉田団長､小川､大原､内田団員) 

14:00 日本領事館表敬 (吉田団長､神作医師､塚田団員) 

14:00 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院 施設･機材協議 (松山､小川､土井､大原､花田､内田団員､後に吉

田団長､神作医師､塚田団員合流) 

07 6 月 1 日 
(土) 

09:00 
 
13:00 

ﾌﾟｰｸ郡病院視察 (吉田団長､神作医師､塚田､松山､小川､土井､大原､花田､内田団

員) 
資料整理 

08 6 月 2 日 
(日) 

09:00 

 

14:30 

16:30 

ﾛｰﾔﾙｱﾝｺｰﾙ国際病院視察 (吉田団長､神作医師､塚田､松山､小川､土井､大原､花

田､内田団員) 
ｱﾝｺｰﾙ日本友好病院視察 
資料整理 

10:40 
15:10 
19:35 
20:15 

成田発 NH-817 (松本､渡辺､上田団員) 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発 K6-117 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ着 

09 6 月 3 日 
(月) 

09:00 
 
14:30 

ｿｯﾄﾆｸﾑ郡病院視察 (吉田団長､神作医師､塚田､松山､小川､土井､大原､花田､内田

団員) 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院打合せ 

終日 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院ｲﾝﾌﾗ整備状況調査 (松本､渡辺､上田団員) 

10 6 月 4 日 
(火) 

08:30 
 

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州保健局及びｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院とﾐﾆｯﾂ案協議､確認(吉田団長､神作医師､

塚田､松山､小川､土井､大原団員) 
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日順 月日(曜) 時刻 内容 

13:35 
14:30 
16:00 

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ発 K6-116 (吉田団長､神作医師､塚田､松山､小川､土井団員) 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 
保健省 Dr. Vinntak ﾐﾆｯﾂ案協議 

終日 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院各科打合せ､設備計画検討 (松本､渡辺､上田団員) 

終日 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院院内研修調査 (花田､内田団員) 

11 6 月 5 日 
(水) 

09:00 
15:30 

資料整理 (吉田団長､神作医師､塚田､松山､小川､土井団員) 
保健省 ﾐﾆｯﾂ署名 Prof. Eng Hout､Dr. Vinntak 

09:00 
14:00 

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ電力公社(EDC) (松本､渡辺､上田団員) 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ水道局  

終日 各病院機材現状及び機材関連基礎情報調査 (大原団員) 

終日 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院の医療実習生受入状況調査､ﾚﾌｧﾗﾙ体制(ｲﾝ/ｱｳﾄ)状況調査 (花田､

内田団員) 

12 
 

6 月 6 日 
(木) 
 

09:30 
11:00 

日本大使館報告 中島書記官 (吉田団長､神作医師､塚田､松山､小川､土井団員) 
JICA 報告 菅野所長､三浦次長 

09:00 ﾌﾟｰｸ郡病院施設状況調査､ｲﾝﾌﾗ整備状況調査､保健指標調査 (松本､渡辺､上田､

大原団員) 

14:30 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院院長打合せ (花田､内田団員) 

22:50 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発 NH-818  (吉田団長､神作医師､塚田団員) 

13 6 月 7 日 
(金) 

07:00 成田着 (吉田団長､神作医師､塚田団員) 

10:05 
11:00 

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発 K6-105 (松山､小川､土井団員) 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ着 

09:00 ｱﾝｺｰﾙﾁｭﾑ郡病院施設状況調査､ｲﾝﾌﾗ整備状況調査､保健指標調査 (松本､渡辺､上

田､大原､花田､内田団員) 

15:00 団内協議 (松山､小川､松本､渡辺､上田､土井､大原､花田､内田団員) 

16:30 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院院長打合せ (花田､内田団員) 

17:00 PHD 局長協議 (松山､小川､松本､土井､大原団員) 

14 6 月 8 日 
(土) 

09:00 
 
14:00 

ｸﾗﾗﾝ郡病院施設状況調査､ｲﾝﾌﾗ整備状況調査､保健指標調査 (松山､小川､松本､

渡辺､上田､土井､大原､花田､内田団員) 
資料整理 

11:20 
18:45 

羽田発 JL-31/ﾊﾞﾝｺｸ経由 PG907 (中澤団員) 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ着 

15 6 月 9 日 
(日) 

終日 
 

資料整理､計画案策定､医療機材策定 (松山､小川､松本､中澤､土井､大原､渡辺､

上田団員) 

資料整理 (花田､内田団員) 

16 6 月 10 日 
(月) 

09:00 ｿｯﾄﾆｸﾑ郡病院施設状況調査､ｲﾝﾌﾗ整備状況調査､保健指標調査 (松山､小川､松

本､渡辺､上田､土井､大原､花田､内田団員) 

14:00 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院施設･機材･保健事情調査､病院各科打合せ (松山､上田､土井､大

原団員) 

14:00 ﾛｰﾔﾙｱﾝｺｰﾙ国際病院視察 (小川､松本､中澤､渡辺団員) 

14:30 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院調査 (花田､内田団員) 

17 6 月 11 日 
(火) 

09:00 
 

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院の事業実施体制､病院運営･維持管理体制､協議､他ﾄﾞﾅｰ､施設計

画協議 (松山､松本､中澤､上田団員) 

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院機材現状調査､病院各科打合せ (土井､大原団員)  

14:00 ｱﾝｺｰﾙ小児病院視察 (松山､小川､松本､中澤､渡辺､上田団員) 

09:30 
17:40 
18:30 

ｿｯﾄﾆｸﾑ郡病院保健指標補足調査 (花田､内田団員) 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ発 K6-108 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 

18 6 月 12 日 
(水) 
 

09:00 
 

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ CMAC (松山､小川､中澤団員) 
打合せ後､病院へ移動し地雷調査範囲を確認 

10:00 
14:00 

公共事業運輸局下水道課協議 (松本､渡辺､上田団員) 
消防署協議 

09:00 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院機材各科打合せ (土井､大原団員) 

13:30 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ 国立医療技術学校(TSMC)医療技術者養成調査 (花田､内田団員) 

19 6 月 13 日 
(木) 

09:00 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ市内建設現場視察 (松山､小川､松本､中澤､渡辺､上田団員) 

09:00 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院機材各科打合せ  (土井､大原団員) 
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日順 月日(曜) 時刻 内容 

09:30 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ 国立母子保健ｾﾝﾀｰ ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ環境社会配慮調査 (花田､内田団員) 

14:00 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院手術室協議 (松山､小川､松本､中澤､渡辺団員) 

14:00 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院機材各科打合せ (土井､大原団員) 

20 6 月 14 日 
(金) 

09:00 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院建築設計､協議 (松山､小川､松本､中澤団員) 

09:00 
 
20:25 
21:25 
22:50 

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院施設維持管理体制､維持管理予算等補足調査､資料整理 (渡辺､

上田団員) 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ発 K6-118 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発 NH-818 

09:00 ｸﾗﾗﾝ郡病院機材現状調査､病院各科打合せ (土井､大原団員) 

09:00 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ保健省で全国/州保健事情調査､保健人材･教育状況調査 (花田､内田団

員) 

21 
 

6 月 15 日 
(土) 

07:00 成田着 (渡辺､上田団員) 

09:00 ﾊﾞｯﾀﾝﾊﾞﾝ州病院視察 (松山､小川､松本､中澤団員) 

09:00 ｸﾗﾗﾝ郡病院機材現状調査､病院各科打合せ (土井､大原団員) 

09:00 資料整理 (花田､内田団員) 

22 6 月 16 日 
(日) 

終日 団内協議 (松山､小川､松本､中澤､土井､大原団員) 

資料整理(花田､内田団員) 

23 6 月 17 日 
(月) 

09:00 
14:30 

病院施設計画策定 (松山､小川､松本､中澤団員) 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院施設計画内容協議･確認 

09:00 ｿｯﾄﾆｸﾑ郡病院機材現状調査､病院各科打合せ (土井､大原団員) 

09:00 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝで全国/州保健事情調査､保健人材･教育状況調査 (花田､内田団員) 

19:25 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ発 PG-908 / ﾊﾞﾝｺｸ経由 JL-34 (中澤団員) 

24 6 月 18 日 
(火) 祝日 

06:05 羽田着 (中澤団員) 

09:00 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院施設計画策定 (松山､松本団員) 

09:00 
15:35 
16:25 

資料整理 (小川団員) 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ発 K6-108 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 

09:00 ﾌﾟｰｸ郡病院機材現状調査､病院各科打合せ (土井､大原団員) 

終日 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝで資料整理、分析 (花田､内田団員) 

25 6 月 19 日 
(水) 

09:00 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院各科計画内容説明・協議 (松山､松本､土井､大原団員) 

14:00 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝで保健省と質問票確認 (花田､内田団員) 

26 6 月 20 日 
(木) 

終日 資料整理、ﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄ案作成  (松山､松本団員) 

09:00 ｱﾝｺｰﾙﾁｭﾑ郡病院機材現状調査､病院各科打合せ (土井､大原団員) 

終日 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝで調査結果まとめ (小川､花田､内田団員) 

27 6 月 21 日 
(金) 

09:00 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ PHD、ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院ﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄ案説明・協議(松山､松本､土井､大原団

員) 

09:00 
22:50 

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝで調査結果まとめ (小川、花田､内田団員) 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発 NH-818 

28 6 月 22 日 
(土) 

07:00 成田着 (小川､花田､内田団員) 

終日 資料整理、ﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄ案作成  (松山､松本､土井､大原団員) 

29 6 月 23 日 
(日) 

09:00 
17:10 
18:00 

資料整理、ﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄ案作成  (松山､松本､土井､大原団員) 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ発 K6-116 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 

30 6 月 24 日 
(月) 

10:00 保健省と計画内容協議､ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ側負担事項等ﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄ協議 (松山､松本､土井､

大原団員) 

14:00 機材代理店事情､ｽﾍﾟｱｰﾊﾟｰﾂ､保守契約等調査 (大原団員) 

31 6 月 25 日 
(火) 

11:00 保健省とﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄ協議､署名 (松山､松本､土井､大原団員) 

14:00 自然条件調査進捗確認､単価見積徴収､市場単価調査 (松本団員) 

32 6 月 26 日 
(水) 

09:00 KOICA 援助動向調査(松山､松本団員) 

14:30 建設事情調査､資材調達事情調査､労務調達事情調査 (松山､松本団員) 

09:00 機材代理店事情､ｽﾍﾟｱｰﾊﾟｰﾂ､保守契約等調査 (土井、大原団員) 

33 6 月 27 日 
(木) 

10:00 建設事情調査､資材調達事情調査､労務調達事情調査 (松山､松本団員) 

09:00 機材代理店事情､ｽﾍﾟｱｰﾊﾟｰﾂ､保守契約等調査 (土井､大原団員) 
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日順 月日(曜) 時刻 内容 
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6 月 28 日 
(金) 

09:00 機材代理店事情､ｽﾍﾟｱｰﾊﾟｰﾂ､保守契約等調査 (土井､大原団員) 

14:00 
15:00 
16:00 
22:50 

JICA 報告(松山､松本､土井､大原団員) 
大使館報告(松山､松本､土井､大原団員) 
補足調査、資料整理 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発 NH-818  

35 6 月 29 日 
(土) 

07:00 成田着 (松山､松本､土井､大原団員) 

 

 

2-2 準備調査報告書(案)説明調査       2020 年 1 月 26 日～2020 年 2 月 5 日(11 日間) 
日順 月日(曜) 時刻 内容 

01 1 月 26 日 
(日) 

10:40 
15:40 

成田発 NH-817 (松山､土井団員) 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 

02 1 月 27 日 
(月) 

09:30 
10:00 

保健省 病院ｻｰﾋﾞｽ局医療機材担当 Dr. Cheu Sivuty と管理・保守について協議 
保健省 国際協力局長 Dr. Vinntak に準備調査報告書(案)の説明・協議 

03 1 月 28 日 
(火) 

14:30 
15:25 

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発 K6-115 (松山､土井団員) 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ着 

04 1 月 29 日 
(水) 

09:30 
 
10:40 
15:40 
17:45 
18:35 

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州保健局長、ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院長、副病院長に対し準備調査報告書(案)、
機材仕様書(案)の説明・協議 
成田発 NH-817 (吉田団長､神作医師､松尾職員) 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発 K6-109 
ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ着 

05 1 月 30 日 
(木) 

09:30 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州保健局長、ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院長、副病院長に対し準備調査報告書(案)、
機材仕様書(案)、先方負担事項、ﾐﾆｯﾂ(案)の説明・協議 

06 1 月 31 日 
(金) 

09:30 ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州保健局長、ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院長、副病院長に対し先方負担事項、ﾐﾆｯﾂ

(案)の説明・協議 
既存施設の視察、状況確認 

07 2 月 1 日 
(土) 

終日 団内会議 
ﾐﾆｯﾂ(案)修正 

08 2 月 2 日 
(日) 

11:25 
12:15 

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ発 K6-108 (吉田団長､神作医師､松尾職員､松山､土井団員) 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着 

09 2 月 3 日 
(月) 

10:00 保健省 国際協力局長 Dr. Vinntak とﾐﾆｯﾂ(案)の協議 
団内会議、ﾐﾆｯﾂ(案)修正 

10 2 月 4 日 
(火) 

09:30 
11:00 
14:00 
22:50 

在ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ日本国大使館報告 
保健省 Prof. Eng Huot 次官とﾐﾆｯﾂ署名 
JICA ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ事務所報告 
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発 NH-818 

11 2 月 5 日 
(水) 

06:40 成田着  

 

A-5



3. 関係者(面会者)リスト

所属 地位 氏名

保健省

(MOH) 
次官 PROF. ENG HUOT 

国際協力部 部長 Dr. SUNG VINNTAK, M.D., MBA, MPH 

相互関係地域協力課長 Dr. HUY MENG HUT 

相互関係地域協力課員 Dr. MOEUN SREYLEAP 

相互関係地域協力課員 Ms. LACH CHANDETH 

ME 課長 Dr. CHEU SIVUTHYS 

計画保健情報局  Dr. LO VEASNAKIRY 

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州保健局

(PHD) 
局長 Dr. KROS SARATH, MD., MSc. 

副局長 Dr. SING RISHIRETH 

副局長 Mr. MOUNG NARIN 

財務部 Mr. HOUT SONY 

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州病院 院長 Dr. PEN PHALKUN 

副院長 Mr. LIM HENG, Pha. 

技術部門長 Dr. KONG RITHY 

整形外科医 Dr. VENG VUTHY 

手術部ﾁｰﾌ Dr. NUON SOTHARA 

手術部外科医 Dr. ITH SAVAON 

手術部麻酔医 Dr. HOM KIMHEAN 

腹部外科医 Dr. EM SOKHOM 

泌尿器科医長 Dr. THENG HANG

泌尿器科病棟ﾁｰﾌ Ms. CHAO CHANMONY 

看護師長 Mr. SOV POLEAK 

放射線技師長 Mr. SORN BUNNA 

超音波技師長 Mr. KORN SAMOEUN 

CT 部門 Dr. KHIEU SAMAO 

救急課長 Mr. LIM LY 

ICU 外科医長 Mr. TOCH POLPONNAK

ICU 外科医長 Mr. HENG KOMPHEAK 

外科病棟 A 医長(腹部) Mr. THO SOPHEAK 

外科病棟 B 医長(外傷) Ms. HONG THAVY 

保守管理部長 Eng. MUTH SAKMAY  

保守管理 Eng. KAO PHEARPT 

管理部副部長 Mr. SEM SOKUOM 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ看護師 Mr. SOV POLEAK 

滅菌部 Mr. NHEM REANG SAY 

財務部経理課事務官 Mr. HOUT SONY 

ｿｯﾄﾆｸﾑ郡病院 病院長 Dr. LEANG PANHAMATH 

副院長 Dr. MEAS SOKHOM 

管理部ﾁｰﾌ Mr. BUN HOL 

検査部門 Mr. BAN SOKUM 

ｸﾗﾗﾝ郡病院 病院長 Dr. MAM CHANSAOUN 

医師 (小児科､救急外来) Dr. TE HAY LHENG 

放射線技師 Mr. CHAN SOKPHEP 

外科医 Dr. MOM SOPAGNA 

医師 Dr. HENG SOSEREIVATHIN 

機材管理 Dr. KE BUN 

麻酔医 Dr. KHON SOKUNROTH 

一般医 Dr. HAK BUNHENG 

一般医 Dr. KHUON SENG THAI 

検査部 Dr. MEAS DANA 

管理部 Mr. RATA NARIN 

会計 Mr. PUM SREISAM 
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所属 地位 氏名

ｱﾝｺｰﾙﾁｭﾑ郡病院 病院長 Mr. NOB VAMMY (M.A.) 

医師 Dr. SEAM SOK 

医師 Dr. MAM SOKCADNTU 

医師 (外来､救急､小児科) Dr. POUN RATANAR 

医師 Dr. KOT VANDA

医師 (外来､内科､超音波) Dr. HOR CHITRA, 

ﾌﾟｰｸ郡病院 病院長 Dr. MANG SAMBATH 

副院長 Dr. SIEUG KHEIY 

管理部 Mr. POO SOMANG, 

ﾛｰﾔﾙ･ｱﾝｺｰﾙ国際病院 院長 Dr. PEN PANHRATH, MD 

装備部長 Mr. SOTHEARITH TIV

ｺｿﾏｯｸ病院 院長 Dr. TAN SOKUN

検査部門長 Mr. CHROENG SOPEAP 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟﾁｰﾌ Mr. KAO PHEARPT 

ｱﾝｺｰﾙ日本友好国際病院

(ｱﾝｺｰﾙ共生病院)
事務長 作山 和男 氏

CEO Mr. SOUNG SOPHEAKDEY 

ｱﾝｺｰﾙ小児病院 内科部長 Dr. NGETH PISES MD, D.C.H 

国立母子保健センター 放射線技師 Mr. CHOV SEANG 

税務署(GDT) 副総局長 Mr. VANN PUTHIPOL 

副総局長 Ms. BUN NEARY 

部長 Mr. SENG CHEASETH 

副部長 Mr. SOK CHHEANG 

副部長 Mr. CHHAY CHEAHENG 

ﾁｰﾌ Mr. ANN SAMNANG

国立医療技術学校 放射線科教師 Mr. CHOV SEANG 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ地雷対策ｾﾝﾀｰ (CMAC), PNH 副総局長 Mr. OUM PHUMRO 

管理計画部長 Mr. RATH POTTANA 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ地雷対策ｾﾝﾀｰ (CMAC), REP 副部長 Mr. SOK SONY 

実施副部長 Mr. PHANN CHIN 

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州公共事業運輸局 (DPWT) 副局長 Mr. IM VIBOL

事務官 Mr. SAY PICHENDA 

下水道課事務官 Mr. LENG SOVANN 

下水道課事務官 Mr. HEAB SOTHEA 

庶務課事務官 Ms. HENG THYDA

Mr. U SAMOL, 

JICA ｼﾆｱ海外ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 秋葉 潔成 氏

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ水道局 副局長 Mr. YAY MONIRATH

供給部 Mr. KOT NIMOL 

営業部 Mr. SAM SENGHAN 

営業部 Mr. THAP SARA

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ電気公社

(Electricite du Cambodge, EDC) 
計画部ﾘｰﾀﾞｰ Mr. SOUN SAMBO 

計画技術 Mr. LEMG LEAMG HEMG 

計画技術 Mr. TUM THEANEA 

ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ州消防局 副署長 Mr. PHOEUNG SAMBATH 

警察ﾁｰﾌ Mr. SIM BONNAT 

副ﾁｰﾌ Mr. UN PIROM 

副ﾁｰﾌ Mr. PIN VICHET

事務官 Mr. CHAN NOREAK 

建設会社

Chumnith International Corporation. 
取締役 Mr. AY CHUMNITH

医療機材取扱現地代理店

Dynamic Pharma Co., Ltd 
ﾋﾞｼﾞﾈｽ部部長 Mr. CHEA LIHIENG

ﾋﾞｼﾞﾈｽ部課長 Mr. CHEAM CHANTHOL 

ﾋﾞｼﾞﾈｽ部課長 Mr. CHEY SOK 

販売部部長(画像、内視鏡) Mr. PHIN SOPHEAP 
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所属 地位 氏名

販売部ｻｰﾋﾞｽ専門家(ICU, 
外科) 

Mr. HIM KOSAL 

医療機材取扱現地代理店

DKSH (Cambodia) Ltd. 
ｼﾆｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ Mr. CRISTOPHE DEBROISE 

顧問 Ms. WANITCHAYA PHANCHANANG

医療機材取扱現地代理店

NIPON CORPORATION 
支店長 Mr. LIM PANNHA 

販売・エンジニア Mr. KHIM KIMCHHEANG 

医療機材取扱現地代理店

UNIQUE MEDICAL DISTRIBUTION 
CO., LTD. 

経営責任者 Mr. CHONG HOK 

ﾋﾞｼﾞﾈｽ部部長 Mr. OR SAM OL 

ｻｰﾋﾞｽ部部長 Mr. MA PUTHY 

医療機材取扱現地代理店

MEDICOM CO., LTD. 
経営責任者 Mr. JEAN-YVES CATRY 

販売事務部長 Ms. ING KANNIKA 

医療機材取扱ﾒｰｶｰ支店

General Electric International Inc. 
市場開発取締役 Mr. DARARITH LIM 

KOICA ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ事務所 保健専門家 Ms. YEUNJI MA

日本国大使館 二等書記官 中島 洋平 氏

在ｼｪﾑﾘｱｯﾌﾟ日本国領事事務所 所長 實取 直樹 氏

独立行政法人 国際協力機構 (JICA) 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ事務所

所長 菅野 祐一 氏

次長 三浦 淳一 氏

所員 篠原 雄之 氏

所員 Mr. IN SOPHEARUN 
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3 

1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

本プロジェクトは、カンボジア国シェムリアップ州のトップリファレル病院である州病院(CPA3)に対し、施設の建設及

び機材の整備を行うとともに、下位レベルの 4 つの郡病院（CPA2&1）に対して機材を整備することにより、同州におけ

る医療レベルの向上と、州内リファレル体制の強化をすることを目的としている。 

既に州病院に対しては多くの支援が行われているが（産婦人科部門：韓国、眼科部門：オーストラリア等）、本計画

では州病院における外科及び画像診断部門の整備が要請されており、これらの機材に絞った機材計画としている。ま

た、郡病院からは全ての部門における機材が要請されたが、案件の方向性を整合させること及び予算の絞り込みの観

点から、郡病院に対しても外科部門とその関連する機材に対象を絞ることとした。 

現地調査においては、必要性、使用頻度、使用経験など、妥当性の評価を踏まえて調査・協議を行ったため、最

終要請機材は基本的に先方の技術レベルで運用が可能な機材となっており、計画内容も、先方の技術レベルで運用

が可能な内容となっている。 

ただ、本案件では、新たに X 線画像を中心に医療画像の共用/一元管理を目的として、画像情報のデジタル化の

要請があり、デジタル画像の有効性に鑑みかんがみ、州病院における X 線機器は DR1仕様にするとともに、全院内で

の画像共有の観点から PACS2（Picture Archiving and Communication System）を導入することとした。また、郡病院に

おける X 線機器は CR システム3を採用することとした。 

これらのデジタル化したシステムは、基本的に既存の画像取り扱いの方法を基礎としており、使用する機材も従来

の機器に加え、IT 機器（サーバー等）を追加するものであるため、取り扱いそのものに関しては特に問題は発生しな

い。 

しかし、デジタル画像の利点である精度の高い画像を得るために必要な撮影後の画像処理は、従来のアナログに

は無い手法であり、導入機器が有効活用されるためには、基本的な処理技術の指導が必要である。また、データの管

理・転送方法などは、既存のアナログ方式とは多少運用方法が異なるため、その取扱いに関しても基本的な技術指導

を行うことが望ましい。 

以上の観点から、画像診断装置のデジタル化に伴う基礎的な運用技術指導の要請が先方から挙げられたため、当

該内容でのソフトコンポーネントを計画する。 

また、現地調査においては、州保健局及び州病院長から、導入機材の保守管理技術、院内感染予防に関する技

術支援の要請もあった。 

保守管理技術に関しては、過去に実施された技術協力プロジェクト（1.(3)参照）の成果が引き継がれていたが、プ

ロジェクト終了後時間も経過しており、最新の状況に対応した知識や技術の更新が必要と感じられた。また、郡病院に

関しては、医療機器の保守管理体制がほとんど機能しておらず、基礎的な体制整備が必要である。院内感染予防に

関しては、非常に重要なテーマではあるが、かなり内容が広範となることから、今回導入される機材を中心として、取り

扱い上における感染予防を指導することとした。 

対象機材としては、州病院で導入される内視鏡に対する消毒/滅菌方法、州/郡病院における手術用器具の確実

な滅菌方法、滅菌機器の有効な取り扱い及び保守点検方法などを対象とすることにしたい。 

 
 
1 DR システム：Digital Radiography システムの略。従来のフィルムの代わりにフラットパネルディテクタ(Flat Panel 
Detector:FPD)と呼ばれる平面検出器を用いて被写体を透過した X 線を受け取り、デジタル信号に変換し、画像を得るシステム。 
CR システムのように読み取り装置を必要とせず、ネットワークを通じてパソコン画面上で撮影画像を読映することができる。 
2 PACS：Picture Archiving and Communication System の略。既に導入が決定している CT スキャンや本プロジェクトで要

請されている X 線撮影装置、超音波断層装置などの医療画像を病院全体で共有するための情報管理システム。 
3 CR システム：Computed Radiography システムの略。従来のフィルムの代わりにＩＰ（イメージング・プレート）と呼ば

れるＸ線の強弱を記録できるプレートを用いて撮影を行うシステム。読み取り装置を介してパソコン画面上で撮影画像を読映す

ることができる。 
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以上の背景を踏まえ、以下の 3 つの課題について、実習や OJT などの実技を中心としたソフトコンポーネントを計

画する。 

   

(1) デジタルシステム4及び医療画像共有システム（PACS）における適正な運用と保守管理に係る技術指導 

現在、医療用画像に関しては、デジタル化及び病院内及び他病院間との情報共有の必要性が高まっており、

本案件においても、デジタルシステムでは、郡病院に対して CR システムを、州病院に対して DR システム、さらに

PACS を計画することとした。 

この要請に関して検討を行ったところ、デジタルシステム（CR システム及び DR システム）で画像データをデジタ

ル化し共有することは、診断機能の向上（X 線画質向上など）、診断スピードの向上（オンラインによる画像の読み

出し）、環境負荷の低減（フィルム、現像液の不使用）に加え、遠隔診断を容易にするなど多くの利点を有しており、

既にカンボジア国内の他医療施設でも主に CR システムが普及しつつあることなどから、本案件でも郡病院に対し

て CR システムを導入することは妥当と判断された。 

また、PACS に関しては、まだカンボジア全体で普及しているとは言い難い状況であるが、既にシェムリアップ州

病院では CR システムが導入されており、今回導入する X 線診断装置や超音波診断装置などの画像データを一

括管理し全科で画像情報を共有することは非常に有効であるうえ、PC の普及により医療従事者もコンピュータ処

理に対する苦手意識が低下しているなどの状況から、当該システムを州病院に導入することは妥当と判断され

た。 

ただし、デジタルシステムや PACS は、X 線フィルムの授受により画像情報を伝達していた従来のアナログ方法

とは異なり、X 線室にデジタルデータとして蓄積された画像情報を、LAN 経由で診療各科が共有する方式である

こと、これまでは紙面に記載していた患者情報や診断及び画像情報をサーバー上で管理するシステムであること、

得られた画像データを基にデジタル処理により有効な画像情報を取得する必要があるなど、従来とは異なった運

用体制を構築する必要がある。以上の理由から、対象機材の操作方法、日常の保守点検については、業者によ

る操作指導により、十分な技術移転が行われるが、これら業者による操作指導に加え、病院全体におけるデジタ

ル画像情報の運用体制の構築及び、デジタル処理技術の指導をソフトコンポーネントで行うことにより、導入機材

がより有効に活用されることが期待される。また、これら運用体制の構築に加え、実際の運用時に発生する問題点

などを実例に、トラブルシューティングや日常・定期の保守点検技術を移転することにより、引き渡し後も当該シス

テムが十分その能力を発揮するとともに、長期間にわたって適切に運用されることが期待される。 

なお、これらの技術指導を設置時に実施するハードメーカーあるいはソフトウェアーベンダーの技術者による操

作指導に含めることができないか、メーカーに問い合わせたところ、メーカー又はベンダーが提供できる技術支援

はあくまで自社が販売した製品のみであり、LAN 環境を含む総合的なシステム全体の運用指導には対応できな

いとの回答であった。従って、ソフトコンポーネントで運用体制の構築支援を行うことが妥当であり、非常に有効で

あるといえる。 

 

(2) 内視鏡・手術室関連機器及び滅菌機器における適正な運用と保守管理に係る技術指導 

今般調査において、州病院では、多くの内視鏡の整備が計画された。現在同病院では、既に幾つかの内視

鏡を有しており、日常的に使用されているが、それらの機材は全て中古品として整備されたもので、経年劣化が進

み機能が不十分なものが殆どである。さらにこれらの機材に対して、必ずしも適切な保守管理や消毒などが徹底

 
 
4 デジタルシステム：デジタル X 線撮影システムの略。X 線撮影情報をデジタル化しデジタルデータから画像化するシステム。

主に、デジタルシステムは、CR システムと DR システムがある。 
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されていない。また、郡病院では、オートクレーブを使用した外科系器具、機材の滅菌を行っているが、病院とし

て、系統だった滅菌体制が構築されているわけではない。そのため、本課題では、内視鏡（硬性鏡、軟性鏡を含

む）の日常点検として、使用前後の洗浄・消毒方法及び利用者レベルでの定期保守点検の方法などの習得及び

新たに導入される滅菌機器の適切な操作及び保守点検を含めた運用体制の構築を計ることにより、対象病院の

医療サービスの質の改善と向上が必要となっている。 

 

(3) 医療機材維持管理システム導入に係る技術指導 

2009 年から 2014 年の 5 年間において、JICA の技術協力プロジェクト「レファラル病院における医療機材管

理強化プロジェクト（以下、MEDEM-2 という）」によりカンボジア全国の州病院を対象とした医療機材維持管理

システムが構築された。シェムリアップ州病院も、このプロジェクトの対象病院に含まれており、医療機材の維持管

理を専門に従事するワーキンググループを立ち上げ、適切な機材の保守管理台帳を作成し、年に 2 回の割合で

機材の稼働状況を保健省に報告するといったマネージメント手法も導入した。同システムは、MEDEM-2 実施期

間中に、州病院から郡病院まで対象範囲を広げてはいるが、今般調査の対象である４つの郡病院では、適切に

運用されていない状況が確認された。 

本事業では、郡病院に対しても医療機材を整備する計画であることから、整備後の機材が適切かつ安全に稼

働されるためにも、同システムの再構築は不可欠であると考える。 

以上から、本ソフトコンポーネントにおいては、同維持管理システムを郡病院に再導入し、医療機材の適切な日

常・定期点検が適切に実施されることにより、機材の故障を未然に防ぎ、医療機材の稼働停止状態が削減される

ことが期待される。 

 

 

2. ソフトコンポーネントの目標 

ソフトコンポーネントの成果に加え、相手国実施機関による継続的な活動の実施により、達成されるべき目標は以

下の通りである。（3 年後を想定） 

「州病院がトップ・リファラル病院として提供すべき医療サービス体制が整備され、郡病院に導入された医療機材

が適切に活用されるとともに全対象病院の連携による州全体のリファレル体制が改善される。」 

 

 

3. ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネント完了時に達成されるべき成果は以下の通りである。 

 

(1) デジタルシステム及び PACS における適正な運用と保守管理に係る技術指導 

対象病院において、病院運営管理部門、デジタルシステム及び PACS に関係する各部門との協議、X 線撮影

技師、各診療科の医師、機材管理技士 ME スタッフに対する技術指導を実施することにより、以下の成果が達成

される。 

① 対象機材の基本知識が理解され、適正な当該システムの運用体制が整備される。 

② 画像処理の方法を習得することにより、X 線診断画像の質が向上する。 

③ デジタル画像情報の転送スピード向上に加え、デジタル画像の診断手法を習得することで、画像診断プロセス

（効率化）が向上に寄与する。デジタル画像の診断手法を習得することにより、画像診断能の質が向上する。 

④ 関連機器に関する点検・保守点検の方法が習得される。 
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(2) 対象機器における適正な保守管理と感染予防に関する技術指導 

対象病院における、導入機器を取り扱う医療従事者や病院管理者機材管理技士に対し、医療機材の保守管

理方法、消毒・滅菌方法の技術指導を行うことにより、以下の成果が達成される。 

① 対象機材の適正な運用と保守管理の方法を習得することにより、対象機材が適切に維持管理され、長期にわ

たる稼働が見込まれる。 

② 感染予防に対する基礎知識を習得することにより、対象機材の正しい洗浄・消毒・滅菌が行われるようになる。 

 

(3) 医療機材維持管理システム導入に係る技術指導 

郡病院への医療機材維持管理システムを導入することにより、以下の成果が達成される。 

① 適切な機材管理台帳が作成・運用されることにより、院内の機材の稼働状況を把握することが可能となる。 

② 機材管理台帳の作成及び本台帳に付随し、医療機材の日常保守点検の簡易マニュアルなどが作成される。 

 

 

4. 成果達成度の確認方法 

ソフトコンポーネントの成果を確認する方法は次のとおりである。 

 

成果項目 確認方法 

(1) デジタルシス

テム及び PACS

技術指導 

① 対象機材の基本知識が理解され、 

当該システムの運用体制が整備される。 

・運用体制図や運用マニュアルといった資料が作

成される。 

・各科におけるサーバーアクセス状況を確認する。 

・技術指導実施前後に技能評価を行い、理解度を

確認する。 

② 画像処理により、適正なデジタル X線診

断画像が得られるようになる。 

 

・実習の中で、運用マニュアルに沿った X線撮影

及びデジタル画像処理ができ、適正なデジタル X

線画像が出力されているか画像ビューワで確認

する。 

・技術指導実施前後に技能評価を行い、理解度を

確認する。 

③ デジタル画像の診断手法を習得すること

により、画像診断能の質（診断画像診断

プロセスが向上する効率等）が向上する。 

・実習の中で、各参加者の実技を確認、評価する。 

④ 対象機材の日常・定期などの保守点検・

の管理方法を習得し、トラブルシューテ

ィング、対処技術が向上する。 

・既構築の保守管理システムに対象機材のマニュ

アルが追加される。 

・技術指導実施前後に技能評価を行い、理解度を

確認する。 

(2) 対象機器にお

ける適正な保

守管理と感染

予防に関する

技術指導 

 

① 対象機材の適正な運用と保守管理の方法

を習得することにより、対象機材が適切

に維持管理され、長期にわたる稼働が見

込まれる。 

 技術指導実施前後に技能評価を行い、理解度を

確認する。 

 対象機材の保守管理マニュアルが作成される。 

 既存の機材管理台帳に対象機材の情報が追加さ

れる。 

② 感染予防に対する基礎知識を習得するこ

とにより、対象機材の正しい洗浄・消毒・

滅菌が行われるようになる。 

 技術指導実施前後に技能評価を行い、理解度を

確認する。 

 対象機材の洗浄・消毒・滅菌の実際の行程を確

認する。 

(3) 医療機材維持

管理システム

導入に係る技

術指導 

① 適切な機材管理台帳が作成され、運用さ

れることにより、院内の機材の稼働状況

を把握することが可能となる。 

 技術指導実施前後に技能評価を行い、理解度を

確認する。 

 既存の機材管理台帳に対象機材の情報が追加さ

れる。 

 新たに作成された機材管理台帳の内容を確認す

る。 

② 機材の故障を未然に防ぎ、医療機材の稼

働停止状態が削減される。 

 各保守点検日常・点検の実施レポートを確認す

る。 

A-67



7 

5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

各成果達成に向けた活動（投入計画）は以下の通りである。 

 

(1) 研修講師 

① デジタルシステム及び PACS 技術指導コンサルタント （日本人）： 1 名（格付 3 号） 

本コンサルタントは、近年普及している技術であるデジタル X 線システムの取り扱い、操作及び保守管理の経

験や知識が十分に有り、日本国内において診療放射線技師の有資格者を配置する。 

 

② 対象機器における適正な保守管理と感染予防に関する技術指導コンサルタント（日本人）： 1 名（格付 3 号） 

本コンサルタントは、国内外の病院において、内視鏡や滅菌機器などの取り扱い、操作及び保守管理の経験

や知識がある臨床工学技士の有資格者を配置する。 

 

③ 医療機材維持管理システム導入に係る指導コンサルタント（日本人）： 1 名（格付 3 号） 

本コンサルタントは、病院内医療機材の運用計画→保守→廃棄→更新といった一連の維持管理システムの構

築などに携わった経験がある臨床工学技士の有資格者を配置する。 

 

④ 技術指導計画コンサルタント 1（日本人）： 1 名（格付４号） 

本研修を効率的に実施するためには各機関との調整、事前の技術指導計画の策定など、入念な準備が必要

不可欠である。技術指導計画コンサルタント１（日本人）は、研修の開始前・開始直前に短期間現地に入り、技

術指導計画の策定、保健省、対象病院、関係機関等との打ち合わせ、上記３名の日本人技術指導コンサルタ

ントとの調整、移動手段の手配、日程調整などの業務調整を行う。また終了後に JICA・保健省への報告を行う

こととする。 

 

(2) 活動計画 

活動：①事前国内準備、②現地協議、③現地指導、④国内作業の詳細は以下の通りである。 

① 国内事前準備 

事前準備段階では、各技術指導で使用する講義資料（指導要領及びテキスト）を英語で作成する。作成した

資料はクメール語への翻訳を依頼するとともに、翻訳が完了した資料は事前に州病院院長及び州保健局局長

へ送付し、内容の確認（翻訳の完成度を含む）を依頼する。国内準備作業に要する日数はデジタルシステム及

び PACS 技術指導コンサルタント：4 日間、内視鏡と滅菌機器の運用及び維持管理指導コンサルタント：4 日間、

医療機材維持管理システム導入に係る指導コンサルタント：4日間とする。翻訳に要する期間は2週間程度を見

込む。 

 

② 現地協議 

 本指導を効率的に進め、効果を持続させるためには、保健省、シェムリアップ州病院、郡病院、その他関係者

と協議を重ね、講義内容の確認、講義資料の校正、実施場所及び実施スケジュールの策定などの事前準備を

行う。また今回は対象病院が 5 つあるため、確実に参加者が特定の日にちに集合できるように調整を行うことは、

本ソフトコンポーネントの効果を十分に発揮するために必要な投資である。 

本事前打ち合わせは、メールや電話などの確認では意思の疎通が困難なため、技術指導計画コンサルタント 1

（日本人）：1 名をカンボジアに派遣する。協議場所はプノンペン市内にある保健省およびシェムリアップ州保健

局を想定する。期間は全 8 日間とする。期間の根拠は下表のとおり。 
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日数 内容 日数 内容 

1 移動（東京-プノンペン） 5 州保健局、各病院：スケジュール調整、参加者調整、

研修場所調整、ソフコンに必要な材料や資材調達 

2 保健省、内容説明 6 州保健局、各病院：スケジュール調整、参加者調整、

研修場所調整、ソフコンに必要な材料や調達 

3 移動（プノンペン-シェムリアップ） 7 移動 

4 州保健局：講義内容説明、協議、調整 8 移動 

 

③ 現地指導の実施 

 現地指導では、下表のとおり、3 つのコンポーネントを設定し、各コンポーネントに関連する病院管理者、医

療従事者及び機材維持管理に従事する技士などを研修対象者とする。 

 

成果項目 
活動計画 

指導講師 指導概要 研修対象者 

(1)デジタル

システム及

び PACS にお

ける適正な

運用と保守

管理に係る

技術指導 

① 対象機材の基本知識が

理解され、当該システ

ムの運用体制が整備さ

れる 

デジタルシス

テム及び PACS

技術指導コン

サルタント 

・動作原理の確認 

・使用目的等の確認 

・放射線防護方法の指導 

・当該システムへの移行、運用体 

制構築 等 

X 線撮影技師、

診断画像を読

影する医師及

び ME スタッフ

機材管理技士

等 

 

② 画像処理により、適正な

デジタル X線診断画像

が得られるようになる 

・部署毎のデジタルシステムを 

使用した画像処理演習等  

③ デジタル画像の診断手

法を習得することによ

り、画像診断プロセスが

能の質（診断効率等）が

向上する 

・画像ビューワ及び PACS を使用 

して読影・診断能の効率化の 

指導 

④ 対象機材の日常・定期な

どの保守点検・の管理方

法を習得し、トラブルシ

ューティング、対処技術

が向上する 

・対象機材の保守方法の習得 

・保守・管理計画の策定、故障箇 

所の特定、対処方法、トラブル 

シューティング技術、等の継続 

的な指導 

(2) 対 象 機

器における

適正な保守

管理と感染

予防に関す

る技術指導 

 

① 対象機材の適正な運用

と保守管理の方法を習

得することにより、対

象機材が適切に維持管

理され、長期にわたる

稼働が見込まれる 
内視鏡と滅菌

機器の運用及

び維持管理指

導コンサルタ

ント 

 内視鏡関連機器および対象機材

の取り扱い、操作及び保守管理

方法の習得 
内視鏡操作者

（医師、看護

師）、機材保守

管理技士、滅菌

機器取扱管理

者及び操作者 

② 感染予防に対する基礎

知識を習得することに

より、対象機材の正し

い洗浄・消毒・滅菌が

行われるようになる 

 医療機材を取り扱う上での感染

予防に対する基礎知識の習得 

 洗浄・消毒・保管といった一連

の運用方法の習得 

 滅菌機器（オートクレーブ）の

取り扱い、操作及び保守管理方

法の習得 

 滅菌工程の運用方法の習得 

(3)医療機材

維持管理シ

ステム導入

に係る技術

指導 

 

① 適切な機材管理台帳が

作成され、運用される

ことにより、院内の機

材稼働状況が把握され

るようになる 

医療機材維持

管理システム

導入に係る指

導コンサルタ

ント 

 州病院における既存の機材維持

管理システムの運用状況の確

認、課題抽出及び抽出された課

題解決に向けての技術的な指導 

 郡病院の機材管理台帳の作成、

及び台帳記録のための機材情報

データの収集、入力方法の習得 

 新規に導入される医療機材の簡

易保守点検マニュアルの作成 

 郡病院における機材維持管理シ

ステムの運用方法の習得 

州病院機材維

持管理ワーキ

ンググループ、

郡病院機材維

持管理責任者、

郡病院機材維

持管理技士 

② 機材の故障を未然に防

ぎ、医療機材の稼働停

止状態が削減される 
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各技術指導に想定される講師及び専門家と、現地業務従事期間は以下の通りである。 

 

・ デジタルシステム及び PACS 技術指導コンサルタント  ：1 名 

現地業務期間：42 日間 

・ 内視鏡、手術室関連機材、滅菌機器の運用及び保守管理指導及び医療機材維持管理システム導入に係

る指導コンサルタント     ：1 名 

現地業務期間：20 日間 

・ 医療機材維持管理システム導入に係る指導コンサルタント ：1 名 

現地業務期間：11 日間 

 

1) デジタルシステム及び PACS の技術指導 

i 指導内容： 

シェムリアップ州病院内会議室に対象病院関係者全員を集め、オリエンテーション及び画像のデジタ

ル化にかかる基礎的な内容の説明を行う。次に、州病院画像診断部門に設置された実機を操作しなが

ら、機器の適正な操作（データの取得・処理・転送）、保守点検など、基本的な運用方法を指導する。

また、全病院の関係者全員で機器を操作することは効率的でないことや州病院と郡病院では技術レベ

ルが異なることなどから、州病院は単独、郡病院は 2 病院ごとに分割し 2 グループで実施する。 

 

ii 対象者： 

デジタルシステムを運用する X 線撮影技師、診断画像を読影する医師及び機材管理を行う機材管理技

士等を対象とする。想定人数は、州病院では、デジタルシステムを運用する X 線撮影技師：10 名程度。

また、PACS の参加対象者に関しては、クライアント機材設置科（外科、回復室/ICU、外科 ICU、救急、

ENT：各 3～4 名）、機材管理技士（約 3 名）の 23 名程度を想定する。郡病院に関しては、X 線撮影技

師 2 名、外科系医師 2 名の 4 名程度を想定する。 

 

iii 実施場所： 

シェムリアップ州病院、会議室、X 線検査室、各郡病院 

 

iv 実施時期・期間： 

無償資金協力における機材調達工程の終了直後に開始する。詳細は下記のとおり。 

 

日数 曜日 業 務 内 容 研修講師、スタッフ 研修対象者 

1 日目 土 東京－プノンペン移動     

2 日目 日 プノンペン-シェムリアップ移動 

・研修会場の設営、参加者名簿の確認、先方責任者に対し研修工程、研修内

容の説明 

・研修教材の適正化、研修教材の印刷等、準備作業 
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日数 曜日 業 務 内 容 研修講師、スタッフ 研修対象者 

3 日目 月 ・研修ブリーフィング（研修工程、資料等の説明） 

・プリテスト、アンケート等の実施 

【放射線を取り扱う上での基礎知識】 

（１）放射線の基礎、臨床上での役割など 

（２）放射線機器の構造 

（３）アナログとデジタルの違い 

（４）質疑応答 

【CR システムの概要と使用・管理】 

（１）デジタル化への移行と CR システムの概要 

（２）CR システムの運用体制 

（３）CR システムの日常・定期点検と保守管理方法 

（４）PACS システムの紹介と概要、CR システムとの連携 

（５）対象機材の操作デモンストレーション、参加者への操作方法指導 

（６）使用上の注意点、故障時のトラブルシューティング 

（７）質疑応答 

デジタルシステム及び

PACS 技術指導コンサ

ルタント 

2 郡病院（グループ

I）の医師、看護師、

放射線スタッフ、ME

スタッフ等の郡病院

スタッフ（10 名） 

4 日目 火 【導入機材の見学と簡易的な実習】 

（１）CR システムの見学と実習（流れ） 

（２）PACS システムの見学と実習（説明） 

（３）X 線画像を用いて読影診断ビューアでの簡易的な実習（計測等） 

（４）質疑応答 

同   上 同   上 

5 日目 水 【放射線（被曝・防護）管理】 

（１）医療における放射線検査 

（２）放射線による人体への影響と放射線防護方法 

（３）質疑応答 

【知識・技術習得のためのテスト、回答及び技術・知識の不足部分の補足】 

（１）ポストテスト（復習も兼ねた放射線関連問題） 

（２）回答と解説（点数の低い部分を重点的に解説） 

（３）質疑応答 

（４）参加証の配布 

同   上 同   上 

6 日目 木 ・研修ブリーフィング（研修工程、資料等の説明） 

・プリテスト、アンケート等の実施 

【放射線を取り扱う上での基礎知識】 

（１）放射線の基礎、臨床上での役割など 

（２）放射線機器の構造 

（３）アナログとデジタルの違い 

（４）質疑応答 

【CR システムの概要と使用・管理】 

（１）デジタル化への移行と CR システムの概要 

（２）CR システムの運用体制 

（３）CR システムの日常・定期点検と保守管理方法 

（４）PACS システムの紹介と概要、CR システムとの連携 

（５）対象機材の操作デモンストレーション、参加者への操作方法指導 

（６）使用上の注意点、故障時のトラブルシューティング 

（７）質疑応答 

同   上 

2 郡病院（グループ

Ⅱ）の医師、看護

師、放射線スタッフ、

ME スタッフ等の郡病

院スタッフ（10 名） 

7 日目 金 【導入機材の見学と簡易的な実習】 

（１）CR システムの見学と実習（流れ） 

（２）PACS システムの見学と実習（説明） 

（３）X 線画像を用いて読影診断ビューアでの簡易的な実習（計測等） 

（４）質疑応答 

同   上 同   上 

8 日目 土 【放射線（被曝・防護）管理】 

（１）医療における放射線検査 

（２）放射線による人体への影響と放射線防護方法 

（３）質疑応答 

【知識・技術習得のためのテスト、回答及び技術・知識の不足部分の補足】 

（１）ポストテスト（復習も兼ねた放射線関連問題） 

（２）回答と解説（点数の低い部分を重点的に解説） 

（３）質疑応答 

（４）参加証の配布 

同   上 同   上 

9 日目 日 前日までに実施済みの研修内容のレビュー、後日からの研修教材の準備     
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日数 曜日 業 務 内 容 研修講師、スタッフ 研修対象者 

10 日目 月 ・研修ブリーフィング（研修工程、資料等の説明）・プリテスト、アンケート等の実

施【放射線を取り扱う上での基礎知識】（１）放射線の基礎、臨床上での役割な

ど（２）放射線機器の構造（３）アナログとデジタルの違い（４）X 線画像の成り立

ち（デジタルシステム）（５）質疑応答【デジタルシステムの概要と使用・管理】

（１）デジタル化への移行と CR/DR システムの概要（２）デジタルシステムの運

用体制（３）デジタルシステムの日常・定期点検と保守管理方法（４）対象機材

の操作デモンストレーション、参加者への操作方法指導（５）使用上の注意点、

故障時のトラブルシューティング（６）質疑応答 

デジタルシステム及び

PACS 技術指導コンサ

ルタント 

州病院（グループ

Ⅰ）の医師、看護

師、放射線スタッフ

等のスタッフ（15 名） 

11 日目 火 【PACS 化の概要と使用・管理】 

（１）PACS システムの概要、デジタルシステムとの連携 

（２）PACS システムの運用体制 

（３）PACS システムの日常・定期点検と保守管理方法 

（４）対象機材の操作デモンストレーション、参加者への操作方法指導 

（５）使用上の注意点、故障時のトラブルシューティング 

（６）質疑応答 

【支援機材の見学と簡易的な実習】 

（１）デジタルシステムの見学と実習（流れ） 

（２）PACS システムの見学と実習（説明） 

（３）X 線画像を用いて読影診断ビューアでの簡易的な実習（計測等） 

（４）質疑応答 

同   上 同   上 

12 日目 水 【放射線（被曝・防護）管理】 

（１）医療における放射線検査 

（２）放射線による人体への影響（部位ごとによる線量限界値など） 

（３）放射線防護方法 

（４）放射線被曝管理（放射線ポケット線量計） 

（５）質疑応答 

【知識・技術習得のためのテスト、回答及び技術・知識の不足部分の補足】 

（１）ポストテスト（復習も兼ねた放射線関連問題） 

（２）回答と解説（点数の低い部分を重点的に解説） 

（３）質疑応答 

（４）参加証の配布 

同   上 同   上 

13 日目 木 ・研修ブリーフィング（研修工程、資料等の説明） 

・プリテスト、アンケート等の実施 

【放射線を取り扱う上での基礎知識】 

（１）放射線の基礎、臨床上での役割など 

（２）放射線機器の構造 

（３）アナログとデジタルの違い 

（４）X 線画像の成り立ち（デジタルシステム） 

（５）質疑応答 

【デジタルシステムの概要と使用・管理】 

（１）デジタル化への移行と CR/DR システムの概要 

（２）デジタルシステムの運用体制 

（３）デジタルシステムの日常・定期点検と保守管理方法 

（４）対象機材の操作デモンストレーション、参加者への操作方法指導 

（５）使用上の注意点、故障時のトラブルシューティング 

（６）質疑応答 

同   上 

州病院（グループ

Ⅱ）の医師、看護

師、放射線スタッフ

等のスタッフ（15 名） 

14 日目 金 【PACS 化の概要と使用・管理】 

（１）PACS システムの概要、デジタルシステムとの連携 

（２）PACS システムの運用体制 

（３）PACS システムの日常・定期点検と保守管理方法 

（４）対象機材の操作デモンストレーション、参加者への操作方法指導（５）使用

上の注意点、故障時のトラブルシューティング 

（６）質疑応答 

【支援機材の見学と簡易的な実習】 

（１）デジタルシステムの見学と実習（流れ） 

（２）PACS システムの見学と実習（説明） 

（３）X 線画像を用いて読影診断ビューアでの簡易的な実習（計測等）（４）質疑

応答 

同   上 同   上 
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日数 曜日 業 務 内 容 研修講師、スタッフ 研修対象者 

15 日目 土 【放射線（被曝・防護）管理】 

（１）医療における放射線検査 

（２）放射線による人体への影響（部位ごとによる線量限界値など） 

（３）放射線防護方法 

（４）放射線被曝管理（放射線ポケット線量計） 

（５）質疑応答 

【知識・技術習得のためのテスト、回答及び技術・知識の不足部分の補足】 

（１）ポストテスト（復習も兼ねた放射線関連問題） 

（２）回答と解説（点数の低い部分を重点的に解説） 

（３）質疑応答 

（４）参加証の配布 

同   上 同   上 

16 日目 日 前日までに実施済みの研修内容のレビュー、後日からの研修教材の準備     

17 日目 月 【デジタルシステムの技術・管理】 

（１）デジタルシステム（流れ）を臨床実習 

（２）運営・管理方法の実習 

（３）日常・定期保守点検の実習 

（４）放射線科スタッフと点検表等をグループディスカッションの中で作成 

（５）質疑応答 

デジタルシステム及び

PACS 技術指導コンサ

ルタント 

州病院の放射線科

スタッフ 

(10 名） 

※講師が院内を巡

回し、OJT 指導 

18 日目 火 前日に引き続き同上の研修を実施 同   上 同   上 

19 日目 水 【PACS システムの技術・管理】 

（１）PACS システム（流れ）を臨床実習 

（２）サーバーの運営・管理方法の実習（保存期間等） 

（３）日常・定期保守点検の実習 

（４）放射線科スタッフと点検表等をグループディスカッションの中で作成 

（５）X 線画像診断ビューア使用方法の実習 

（６）トラブルシューテイングの対処方法など 

（７）質疑応答 

同   上 同   上 

20 日目 木 前日に引き続き同上の研修を実施 同   上 同   上 

21 日目 金 【放射線線量計の技術・管理】 

（１）放射線線量計を臨床実習 

（２）運営・管理方法の実習 

（３）日常・定期保守点検の実習 

（４）放射線科スタッフと放射線線量計月間被曝量表、点検等をグループディス

カッションの中で作成 

（5）質疑応答 

同   上 同   上 

22 日目 土 前日に引き続き同上の研修を実施 同   上 同   上 

23 日目 日 前日までに実施済みの研修内容のレビュー、後日からの研修教材の準備     

24 日目 月 【PACS より接続された画像診断用ビューア（PC）の技術・管理】 

(1)各診療科の画像診断用ビューアを用いて臨床での実用指導 

 (PC 内のツールを使用して計測・デジタル画像の濃度調整等) 

(2)各診療科の画像診断ビューアの運用・管理方法、故障時のトラブルシュー

ティングの実技指導 

(３)質疑応答 

デジタルシステム及び

PACS 技術指導コンサ

ルタント 

州病院各診療科の

医師(15 名)  

※講師が院内を巡

回し、OJT 指導 

25 日目 火 

26 日目 水 

27 日目 木 

28 日目 金 【医療機材の管理方法・故障時のトラブルシューテイングの実習】 

（１）院内での総合的な医療機材運営・維持管理方法の指導 

（２）故障時などトラブルシューティング・対処方法の指導 

（３）医療機材の日常・定期管理の点検の指導 

（４）質疑応答 

同   上 

州病院の医療機材

管理技士 

(3 名) 

29 日目 土 

30 日目 日 前日までに実施済みの研修内容のレビュー、後日からの研修教材の準備     

31 日目 月 【OJT によるフォローアップ指導－対象病院：クララン郡病院】 

【医療機材の管理方法・故障時のトラブルシューテイングの実習】 

(1)デジタル(CR)システムの画像処理技術・管理を実技指導 

(2)郡病院における画像データの運用方法の実技指導 

(3)臨床での使用上の注意点、保守管理方法(日常・定期点検)、故障時のト

ラブル シューティングの実習 

デジタルシステム及び

PACS 技術指導コンサ

ルタント 

クララン郡病院の病

院スタッフ(10 名)  

※講師が院内を巡

回し、OJT 指導 

32 日目 火 

33 日目 水 【OJT によるフォローアップ指導－対象病院：アンコールチュム郡病院】【医療機

材の管理方法・故障時のトラブルシューテイングの実習】(1)デジタル(CR)シ

ステムの画像処理技術・管理を実技指導(2)郡病院における画像データの運

用方法の実技指導(3)臨床での使用上の注意点、保守管理方法(日常・定期

デジタルシステム及び

PACS 技術指導コンサ

ルタント 

アンコールチュム郡

病院の病院スタッフ

(10 名) ※講師が

院内を巡回し、OJT

34 日目 木 
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日数 曜日 業 務 内 容 研修講師、スタッフ 研修対象者 

点検)、故障時のトラブル シューティングの実習 指導 

35 日目 金 【OJT によるフォローアップ指導－対象病院：プーク郡病院】 

【医療機材の管理方法・故障時のトラブルシューテイングの実習】 

(1)デジタル(CR)システムの画像処理技術・管理を実技指導 

(2)郡病院における画像データの運用方法の実技指導 

(3)臨床での使用上の注意点、保守管理方法(日常・定期点検)、故障時のト

ラブル シューティングの実習 

デジタルシステム及び

PACS 技術指導コンサ

ルタント 

プーク郡病院の病院

スタッフ(10 名)  

※講師が院内を巡

回し、OJT 指導 

36 日目 土 

37 日目 日 前日までに実施済みの研修内容のレビュー、後日からの研修教材の準備   

38 日目 月 【OJT によるフォローアップ指導－対象病院：ソトニクム郡病院】 

【医療機材の管理方法・故障時のトラブルシューテイングの実習】 

(1)デジタル(CR)システムの画像処理技術・管理を実技指導 

(2)郡病院における画像データの運用方法の実技指導 

(3)臨床での使用上の注意点、保守管理方法(日常・定期点検)、故障時のト

ラブル シューティングの実習 

デジタルシステム及び

PACS 技術指導コンサ

ルタント 

ソトニクム郡病院の

病院スタッフ(10

名)  

※講師が院内を巡

回し、OJT 指導 

39 日目 火 

40 日目 水 シェムリアップープノンペン移動     

41 日目 木 業務完了報告（保健省及び JICA 事務所） 

プノンペン－東京 移動 

    

42 日目 金 東京帰国   

 

 

2) 対象機器における適正な保守管理と感染予防に関する技術指導 

a) 州病院における内視鏡及び手術室関連機材の指導 

i 指導内容： 

研修対象となる内視鏡は、上部消化管電子スコープ、気管支鏡などの軟性鏡及び腹腔鏡、膀胱鏡など

の硬性鏡などで、手術室関連機材は、麻酔器、電気メス、手術台、無影灯及び鋼材器具などである。

研修内容は、各対象機材の取扱いと操作、日常点検及び定期点検、適切な運用方法（洗浄→消毒→保

管）の習得に関する講義と実習を計画する。また、感染予防に関する基礎知識の認識を促し、運用に

関しては、実習により内視鏡機材の洗浄、消毒の方法を習得する。 

 

ii 対象者： 

外傷科、泌尿器科及び腹部外科等の医師、看護師及びこれら機材の定期保守点検を担当する機材管理

技士とする。（想定人数：医療従事者：６～8 名、機材管理技士：1～2名） 

 

iii 実施場所： 

シェムリアップ州病院、会議室、内視鏡検査室、腹腔鏡が設置されている手術室 

 

iv 実施時期・期間： 

機材据付、試運転完了後、実施。詳細は後述スケジュール表のとおり。 

 

b) 郡病院における手術室関連機材、器具などの洗浄・消毒を含めた保守点検指導 

i 指導内容： 

手術室関連機材や器具に関しては、感染予防の基礎知識に関する講義を行い、その必要性の認識を促

す。次に、機材・器具の使用後の洗浄・清掃・消毒・保管方法、使用前後における保守点検方法など

について、実機を使って実習を行う。 
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ii 対象者： 

手術部の看護師及びこれら機材の定期保守点検を担当する機材管理技士とする。（想定人数：医療従

事者：６～8名、機材管理技士：1～2 名） 

 

iii 実施場所： 

郡病院の会議室、手術室 

 

iv 実施時期・期間： 

機材据付、試運転完了後、実施。詳細は後述スケジュールのとおり。 

 

c) 滅菌機器の運用と維持管理（州病院、郡病院を対象） 

i 指導内容： 

滅菌機器に関する研修の内容及び方法は、基本的に a)と同様であるが、同機材は州病院及び郡病院に

も導入される計画であるため、研修は州病院と郡病院とは分けて実施する。 

州病院では、中央滅菌材料室（以下、CSSD という）を設置する予定であるため、CSSD の基本的な

運用体制を構築する方法なども含める。 

一方、郡病院には、建物の改修は計画されていないため、滅菌装置の設置場所と周辺環境を確認し、

対象病院の関係者から、将来的にどのような運用方針を希望するか聞き取り、それに合わせた運用計

画を策定する。策定された運用計画や方針を元に、滅菌装置の取り扱いや保守点検の方法を指導する。 

 

ii 対象者： 

CSSD の運用に係る看護師、中央滅菌材料室スタッフ及びこれら機材の定期保守点検を担当する機材

管理技士とする。（想定人数：医療従事者：６～8 名、機材管理技士：1～2 名） 

 

iii 実施場所： 

州病院、郡病院のそれぞれの会議室、中央滅菌材料室（CSSD） 

 

iv 実施時期・期間： 

機材据付、試運転完了後、実施する。詳細は下表のとおり。 

 
日数 曜日 業 務 内 容 研修講師、スタッフ 研修対象者 

1 日目 土 東京－プノンペン移動     

2 日目 日 プノンペン-シェムリアップ移動 

研修会場の設営、参加者名簿の確認、先方責任者に対し研修工程、研修

内容の説明 

研修教材の最適化、研修教材の印刷等、準備作業 

    

3 日目 月 ・研修ブリーフィング（研修工程、資料等の説明） 

・プリテスト、アンケートの実施 

【感染予防に対する基礎知識の習得（講義）】 

・医療機材取り扱い上で起こりうる感染症の概要 

・医療機材取扱上の感染予防方法の知識 

【内視鏡及び手術関連機材の保守管理に関わる研修‐州病院】 

・内視鏡及び手術関連機材の概要 

・上記機材の構造と仕組み 

・上記機材の運用体制 

・質疑応答 

対象機器における

適正な保守管理と

感染予防に関する

技術指導コンサルタ

ント 

シェムリアップ州病院 

・病院スタッフ（6～8

名） 

・ME ワーキンググルー

プ（3 名) 
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日数 曜日 業 務 内 容 研修講師、スタッフ 研修対象者 

4 日目 火 【内視鏡及び手術関連機材の保守管理に関わる研修‐州病院】 

・内視鏡及び手術関連器具の洗浄・消毒・滅菌等の実習 

・内視鏡の使用、故障時のトラブルシューティング実習 

・内視鏡の日常点検、定期点検の概要 

・点検管理シートを用いた日常点検・定期点検の実習 

・ポストテスト、アンケートの実施 

・ポストテストの結果発表と各質問回答の解析 

・質疑応答 

対象機器における

適正な保守管理と

感染予防に関する

技術指導コンサルタ

ント 

シェムリアップ州病院 

・病院スタッフ（6～8

名） 

・ME ワーキンググルー

プ（4 名) 

5 日目 水 ・研修ブリーフィング（研修工程の説明） 

・プリテストの実施 

【滅菌機材の運用及び保守管理技術研修－州病院】 

 1. 医療資材の洗浄・消毒に関する基礎知識 

 ・滅菌の基礎知識 

 ・滅菌関連機材の構造、動作、使用方法、保守点検について 

 ・滅菌後の医療資材の取り扱いについて 

 2. 高圧蒸気滅菌機、低温滅菌機の研修： 

 ・高圧蒸気滅菌装置、低温滅菌装置等の構造、原理 

 ・上記装置の操作、取り扱い、日常の保守点検方法の実習 

 3. 滅菌関連機材の研修： 

 ・超音波洗浄装置、ウォッシャーディスインフェクター、乾燥機、 

    滅菌シーラー等の構造、原理 

 ・上記装置の操作、取扱い、日常の保守点検方法の実習 

対象機器における

適正な保守管理と

感染予防に関する

技術指導コンサルタ

ント 

シェムリアップ州病院 

・病院スタッフ（6～8

名） 

・ME ワーキンググルー

プ（3 名) 

6 日目 木  総合実習 

 ・前日までに習得した各機材の操作、取扱及び保守点検について、 

    実際に機材を操作する実習を行う 

 

【日常点検用チェックシート作成ワークショップ】 

・上記各機材の日常点検に必要な点検チェックシートを BME の指導の元 

 作成し、実際に点検し、記録管理を行う。 

対象機器における

適正な保守管理と

感染予防に関する

技術指導コンサルタ

ント 

シェムリアップ州病院 

・病院スタッフ（6～8

名） 

・ME ワーキンググルー

プ（3 名) 

7 日目 金 【CSSD 業務運用マニュアル作成ワークショップ】 

・理想的な中央滅菌管理についての説明 

・模範的な中央滅菌管理の紹介（日本の例） 

・CSSD スタッフの行動分析と業務の分類整理、効率的な作業手順・動線の

再確認 

・CSSD 業務フローチャートの作成 

・業務可視化の必要性とメリットとフローチャートの活用方法 

・CSSD 運用マニュアル（ドラフト）の作成 

 

・今までの研修のレビューを行う。ポストテストの対策 

・ポストテストの実施 

・ポストテストの結果発表と回答の解析 

対象機器における

適正な保守管理と

感染予防に関する

技術指導コンサルタ

ント 

シェムリアップ州病院 

・病院スタッフ（6～8

名） 

・ME ワーキンググルー

プ（3 名) 

8 日目 土 前日までに実施済みの研修内容のレビュー、後日からの研修教材の準備     

9 日目 日 ・研修ブリーフィング（研修工程の説明） 

・プリテストの実施 

【滅菌機材の運用及び保守管理技術研修－郡病院】 

 1. 医療資材の洗浄・消毒に関する基礎知識 

 ・滅菌の基礎知識 

 ・滅菌関連機材の構造、動作、使用方法、保守点検について 

 ・滅菌後の医療資材の取り扱いについて 

 2. 高圧蒸気滅菌機、低温滅菌機の研修： 

 ・高圧蒸気滅菌装置、低温滅菌装置等の構造、原理 

 ・上記装置の操作、取り扱い、日常の保守点検方法の実習 

 3. 滅菌関連機材の研修： 

 ・超音波洗浄装置、ウォッシャーディスインフェクター、乾燥機、 

    滅菌シーラー等の構造、原理 

 ・上記装置の操作、取扱い、日常の保守点検方法の実習 

対象機器における

適正な保守管理と

感染予防に関する

技術指導コンサルタ

ント 

クララン郡病院 

・CSSD スタッフ 

（5～6 名) 

・各診療科スタッフ 

（1~2 名） 

・維持管理部門技士 

（1～2 名) 

10 日目 月  総合実習（各郡病院に講師が訪問して研修を実施する。）（アンコールチュ

ム郡病院にて） ・前日までに習得した各機材の操作、取扱及び保守点検に

ついて、    実際に機材を操作する実習を行う【日常点検用チェックシート

作成ワークショップ】・上記各機材の日常点検に必要な点検チェックシートを

対象機器における

適正な保守管理と

感染予防に関する

技術指導コンサルタ

アンコールチュム郡病

院・CSSDスタッフ（5～6

名)・各診療科スタッフ

（1~2 名）・維持管理部
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日数 曜日 業 務 内 容 研修講師、スタッフ 研修対象者 

BME の指導の元 作成し、実際に点検し、記録管理を行う。 ント 門技士（1～2 名) 

11 日目 火  総合実習（各郡病院に講師が訪問して研修を実施する。）（プーク郡病院に

て） 

 ・前日までに習得した各機材の操作、取扱及び保守点検について、 

    実際に機材を操作する実習を行う 

 

【日常点検用チェックシート作成ワークショップ】 

・上記各機材の日常点検に必要な点検チェックシートを BME の指導の元 

 作成し、実際に点検し、記録管理を行う。 

対象機器における

適正な保守管理と

感染予防に関する

技術指導コンサルタ

ント 

プーク郡病院 

・CSSD スタッフ 

（5～6 名) 

・各診療科スタッフ 

（1~2 名） 

・維持管理部門技士 

（1～2 名) 

12 日目 水  総合実習（各郡病院に講師が訪問して研修を実施する。）（ソトニクム郡病

院にて） 

 ・前日までに習得した各機材の操作、取扱及び保守点検について、 

    実際に機材を操作する実習を行う 

 

【日常点検用チェックシート作成ワークショップ】 

・上記各機材の日常点検に必要な点検チェックシートを BME の指導の元 

 作成し、実際に点検し、記録管理を行う。 

 

・今までの研修のレビューを行う。ポストテストの対策 

・ポストテストの実施 

・ポストテストの結果発表と回答の解析 

対象機器における

適正な保守管理と

感染予防に関する

技術指導コンサルタ

ント 

ソトニクム郡病院 

・CSSD スタッフ 

 全員（5～6 名) 

・各診療科スタッフ 

 （1~2 名） 

・維持管理部門技士 

 （1～5 名) 

13 日目 木 【OJT によるフォローアップ指導－州病院】 

・内視鏡及び手術関連機材の日常点検・定期点検の実際の実施手順をレビ

ュー 

・内視鏡及び手術関連機材の洗浄・消毒・滅菌等のプロセスの実際の業務

を確認し、必要に応じたフォローアップ指導 

対象機器における

適正な保守管理と

感染予防に関する

技術指導コンサルタ

ント 

シェムリアップ州病院 

・病院スタッフ（6～8

名） 

・ME ワーキンググルー

プ（3 名) 

14 日目 金 【OJT によるフォローアップ指導－州病院】前日に引き続き 

・内視鏡及び手術関連機材の日常点検・定期点検の実際の実施手順をレビ

ュー 

・内視鏡及び手術関連機材の洗浄・消毒・滅菌等のプロセスの実際の業務

を確認し、必要に応じたフォローアップ指導 

 

・州病院を対象とした研修全体のレビュー、纏めに係る説明、質疑応答 

・研修修了証書の授与 

対象機器における

適正な保守管理と

感染予防に関する

技術指導コンサルタ

ント 

シェムリアップ州病院 

・病院スタッフ（6～8

名） 

・ME ワーキンググルー

プ（3 名) 

15 日目 土 前日までに実施済みの研修内容のレビュー、後日からの研修教材の準備     

16 日目 日 【OJT によるフォローアップ指導－対象病院：クララン郡病院及びアンコール

チュム郡病院】 

・滅菌関連機材の日常点検・定期点検の実際の実施手順をレビュー 

・滅菌関連機器の日常点検・定期点検の実践業務の確認及び必要に応じ

たフォローアップ指導 

対象機器における

適正な保守管理と

感染予防に関する

技術指導コンサルタ

ント 

クララン郡病院及びア

ンコールチュム郡病院 

・CSSD スタッフ 

（5～6 名) 

・各診療科スタッフ 

（1~2 名） 

・維持管理部門技士 

（1～2 名) 

17 日目 月 【OJT によるフォローアップ指導－対象病院：プーク郡病院及びソトニクム郡

病院】 

・滅菌関連機材の日常点検・定期点検の実際の実施手順をレビュー 

・滅菌関連機器の日常点検・定期点検の実践業務の確認及び必要に応じ

たフォローアップ指導 

対象機器における

適正な保守管理と

感染予防に関する

技術指導コンサルタ

ント 

プーク郡病院及びソトニ

クム郡病院 

・CSSD スタッフ 

（5～6 名) 

・各診療科スタッフ 

（1~2 名） 

・維持管理部門技士 

（1～2 名) 

18 日目 火 シェムリアップープノンペン移動   
 

19 日目 水 業務完了報告（保健省及び JICA 事務所） 

プノンペン－東京 移動 

    

20 日目 木 東京帰国     
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3) 医療機材維持管理システム導入に係る技術指導 

a) 州病院に対する指導 

i 指導内容： 

州病院に関しては、MEDEM-2 において構築された医療機材維持管理システムの一連の活動、運用状

況について同病院に設置された ME ワーキンググループ（機材管理者、事務管理者及び保守点検技士

の 3 名で構成されている。）から聞き取り調査を行う。また、実際に同管理システムで使用されてい

る機材管理台帳等の各種ツールの使用状況を確認する。次に、現状での医療機材維持管理に係る問題

点、課題等を抽出し、抽出された問題点・課題の解決に向けた提言を行う。 

 

ii 対象者： 

ME ワーキンググループ（想定人数：３～５名） 

 

iii 実施場所： 

州病院の会議室及び医療機材保守ワークショップ 

 

iv 実施時期・期間： 

機材据付、試運転完了後、実施。詳細は後述スケジュール表のとおり。 

 

b) 郡病院に対する指導 

i 指導内容： 

郡病院に関しては、州病院の機材維持管理システムで使用されている機材管理台帳の作成及び今般新

規に導入される医療機材の情報、データの収集方法、収集された情報等の管理台帳へのデータ入力な

どの指導を OJT により実施する。併せて、新規に導入された機材の保守点検マニュアル（日常点検用）

の作成を行う。 

 

ii 対象者： 

機材の調達－運用－廃棄までの一連の管理を担うスタッフ（病院管理者）及び機材管理技士（想定人

数：３～５名） 

 

iii 実施場所： 

郡病院の会議室及び医療機材保守ワークショップ 

 

iv 実施時期・期間： 

機材据付、試運転完了後、実施。詳細は下表のとおり。 

 

日数 曜日 業 務 内 容 研修講師、スタッフ 研修対象者 

1 日目 土 東京－プノンペン移動     

2 日目 日 プノンペン-シェムリアップ移動 

・ 研修会場の設営、参加者名簿の確認、先方責任者に対し研修工程、研修内容の

説明 

・研修教材の最適化、研修教材の印刷等、準備作業 

    

3 日目 月 ・研修ブリーフィング（研修工程、資料等の説明） 

・プリテスト、アンケートの実施 

医療機材維持管理

システムコンサルタ

州病院医療機材維

持管理ワーキング
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日数 曜日 業 務 内 容 研修講師、スタッフ 研修対象者 

【既存機材維持管理システムに関するワークショップ】 

・既存の機材維持管理システムの運用状況の確認、課題抽出に係るディスカッション 

・抽出された課題解決のためのワークショップ 

・上記ワークショップにて、挙げられた解決策の具体的な活動、方法について検討及

び策定 

・具体的な活動の実践（実習）、機材維持管理マニュアルの見直し、必要に応じて修

正・改訂 

・機材管理台帳の取り扱いレビュー及び今回新たに導入された機材のデータ・情報等

の入力作業 

・今回導入された個々の機材の日常点検、定期点検項目の策定 

・策定された点検項目に基づき、実際の機材において、点検方法、手順の実習  

ント グループ 

4 日目 火 前日に引き続き、実習 

・機材管理台帳の取り扱いレビュー及び今回新たに導入された機材のデータ・情報等

の入力作業 

・今回導入された個々の機材の日常点検、定期点検項目の策定 

・策定された点検項目に基づき、実際の機材において、点検方法、手順の実習 

 

・ポストテスト、アンケートの実施 

・ポストテストの結果発表と各質問事項の解析 

  

5 日目 水 【講義と実習は郡病院のうちの一つの病院にて実施】 

・研修ブリーフィング（研修工程、資料等の説明） 

・プリテスト、アンケートの実施 

・州病院に導入されている医療機材維持管理システムの説明 

医療機材維持管理

システムコンサルタ

ント 

維持管理部門技士 

(1～2 名) 

事務部門管理者 

（1～2 名） 

6 日目 木 【 機材維持管理システムの実習】 

・機材管理台帳の作成 

・上記機材管理台帳に、今回導入された機材の情報、データの入力 

・上記機材管理台帳に登録された各機材の簡易保守点検マニュアルの作成 

・同様に各機材の点検チェックシートの作成 

・上記保守点検マニュアル及び点検チェックシートに基づき、各機材の点検実習 

医療機材維持管理

システムコンサルタ

ント 

維持管理部門技士 

(1～2 名) 

事務部門管理者 

（1～2 名） 

7 日目 金 前日に引き続き、同様の実習 

・機材維持管理レポートの作成実習 

・全体を通した復習 

・ポストテスト、アンケートの実施 

・ポストテストの結果発表と各質問事項の解析 

 

【フォローアップ研修】 

４つの対象病院のうち、2 つの病院を講師が訪問し、それぞれの病院にて、前日まで

の研修（講義と実習）を踏まえた実践実習（OJT) 

・各病院に設置された各機材の保守点検の実習 

 

医療機材維持管理

システムコンサルタ

ント 

維持管理部門技士

(1～2 名) 

事務部門管理者 

（1～2 名） 

8 日目 土 【フォローアップ研修】 

残りの2つの病院に講師が訪問し、それぞれの病院にて、前日までの研修（講義と実

習）を踏まえた実践実習（OJT) 

・各病院に設置された各機材の保守点検の実習 

医療機材維持管理

システムコンサルタ

ント 

維持管理部門技士 

(1～2 名) 

事務部門管理者 

（1～2 名） 

9 日目 日 シェムリアップープノンペン移動     

10 日目 月 業務完了報告（保健省及び JICA 事務所） 

プノンペン－東京 移動 

    

11 日目 火 東京帰国     

 

 

④ 国内作業 

技術指導等の結果をとりまとめた報告書を作成する。国内作業に要する日数は、技術指導計画コンサルタン

ト（日本人）：1 名で 3 日間とする。 

 

 

A-79



19 

6. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

当ソフトコンポーネントの実施に当たり全ての指導は、対象機材に対して専門的知識を持ち合わせる日本人コン

サルタントが担当する。 

 

 

7. ソフトコンポーネントの実施工程 

現段階における実施工程（案）は以下の通り。カンボジア側と各技術指導コンサルタントとの予定を考慮し、最終

実施工程を確定する。 

全体工程表（案） 

延月 1 2 3 4 5 … 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

実施

工程 

施設施工工程 
                 

機材調達工程                  

ソフトコンポー

ネント実施 

                 

(1)デジタルシス

テム、PACS 技術指

導 

                 

(2) 対象機器に

おける適正な保

守管理と感染予

防に関する技術

指導 

                 

 

(3)医療機材維持

管理システム導

入 

                 

コン

サル

タン

ト 

デジタルシステ

ム及び PACS 技術

指導コンサルタ

ント 

                 

対象機器におけ

る適正な保守管

理と感染予防に

関する技術指導

コンサルタント 

                 

医療機材維持管

理システム導入

に係る指導コン

サルタント 

                 

技術指導計画コ

ンサルタント 

                 

成果品                  

 

完了報告書 

事前国内準備 

指導実施 

直前協議 

事前国内準備 

事前国内準備 

報告書取りまとめ 
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8. ソフトコンポーネントの成果品 

施主及び日本側への完了報告書の他、ソフトコンポーネントの成果品として次を予定する。 

 

指導項目 成果品 

 対象機材の運用・管理技術指導  

(1) 

デジタルシ

ステム及び

PACS 

技術指導 

① デジタルシステム及びPACSの基本知識の確認

と運用体制の整備支援 

② デジタル画像処理技術指導 

③ デジタル画像診断手法の指導 

④ PACS でのデジタルデータ管理・運用手法の指

導 

⑤ 調達医療機材の日常・定期などの保守点検技

術指導 

・ デジタルシステム及び PACS の運用、維持

管理マニュアル 

・ 研修参加者の理解度評価のためのプレ/

ポストテスト 

参加者アンケート結果等 

(2) 

対象機器に

おける適正

な保守管理

と感染予防

に関する技

術指導 

① 州病院における内視鏡機器（軟性鏡と硬性鏡）

の維持管理（洗浄、日常点検、定期点検の方

法など）についての技術指導 

② 州病院、群病院における滅菌機器の運用体と

維持管理に係る技術指導 

③ 上記機材を取り扱う上での感染予防に関する

基礎知識の習得 

 

・ 内視鏡機器の運用、維持管理マニュアル 

・ 滅菌機器の運用、維持管理マニュアル 

・ 研修参加者の理解度評価のためのプレ/

ポストテスト 

・ 参加者アンケート結果等 

(3) 

医療機材維

持管理シス

テム導入 

① 州病院に導入された既存の医療機材維持管理

システムの見直し及び必要に応じて改訂・修

正 

② 群病院に対する機材維持管理システム（州病

院の既存システム）の導入 

・ 改訂された機材管理台帳と新規導入機材

の予防保守点検マニュアルと点検シート 

・ 群病院で導入された機材管理台帳と保守

点検に必要な各種付属書類など 

・ 研修参加者の理解度評価のためのプレ/

ポストテスト 

・ 参加者アンケート取り纏め結果等 

 

 

9. 相手国実施機関の責務 

保健省及びシェムリアップ州病院、州保健局における本計画の関係者は、本技術指導の日程調整および会場

の提供を行うとともに、対象となる参加者を選定し、技術指導に参加させることが求められる。またシェムリアップ州

病院は、ソフトコンポーネントの成果として得られた技術を基に、スタッフの継続的研修、予算措置、調達業務など、

施設の運営・実施にあたって必要となる対応を速やかに実施することが求められる。 
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1. LOCATION OF WATER SAMPLE COLLECTION  
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2. RESULT OF ANALYSIS 

2.1. RESULT OF TREATMENT WATER  
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2.2. RESULT OF DEEP WELL 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-98



Preparatory Survey for the Project of Improvement of Siem Reap  

Provincial Referral Hospital in the Kingdom of Cambodia 
 

 
Page[8/10] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-99



Preparatory Survey for the Project of Improvement of Siem Reap  

Provincial Referral Hospital in the Kingdom of Cambodia 
 

 
Page[9/10] 

 

 

2.3. RESULT OF WATER SUPPLY  
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